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重点感染症リスト（暫定版）2022年３月

1（出典）公衆衛生危機管理における医薬品等の確保に関する重点感染症の考え方及び暫定リストについて（案） https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000924264.pdf

公衆衛生危機の可能性の
ある感染症
Group X, A, B
（予見可能性で分類）

公衆衛生上、MCMの
確保が重要な群
Group C（AMR）
Group D（希少疾患）

重点感染症の分類



MCM利用可能性確保の検討ステップ(案)

2（出典）令和５年度厚生労働行政推進調査事業費補助金. 感染症危機対応医薬品等（MCM）の利用可能性確保の方針検討に資する研究（研究代表者：田辺正樹）（23HA2012）

• 治療薬

• 予防薬（ワクチン）

• 対処療法

• 国内の発生状況
• 致死率
• 感染経路、感染性期、潜伏期間
基本再生産数

• 国内のベクターの存在・分布
など
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• 感染拡大経路・スピード等、感染
拡大シナリオ

• 患者数（重症度、致死率）

• リスク集団、濃厚接触者数
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• 水際対策（検疫強化、隔
離・停留）

• 患者の措置入院、濃厚接
触者の外出自粛、ベク
ターコントロール
など

公衆衛生対応

■MCMの量

■MCMの使用方法
（誰にどのように、どのようなタイミングで使
用するか）

■感染拡大スピード、適
切なタイミングでの供給
量（国内流通量・既存備蓄
量、調達スピードなど）

研究開発

医療（MCM）対応

Step1 発生シナリオ・
リスク評価

Step２ 対応シナリオに基づく
MCMの必要性・必要量

Step３ 現実的なMCM
必要量

発生後の調達可能量・
時間（製造・市場要因）

Step４ MCM
確保量

■備蓄目標

■MCMの製品特性・特
徴（保存期間・剤形など）

備蓄必要量

■備蓄医薬品の種類
（どの医薬品をどの程
度購入するか）

優先順位、予算

■調達戦略、計画（調
達時期・契約形態・保
管方法など）

調達目標理想的な対応シナリオ（MCMの必要量）

MCMが存
在する場
合

MCMが
存在しな
い場合



STEP ３ MCMの状況に沿った現実的なMCM量の算定

3（出典）令和５年度厚生労働行政推進調査事業費補助金. 感染症危機対応医薬品等（MCM）の利用可能性確保の方針検討に資する研究（研究代表者：田辺正樹）（23HA2012）

最終的なMCMの利用可能性
確保方法、調達戦略を検討STEP4

（利用可能なMCMの整理）

① 候補薬剤の適性評価（保存期限や保存方法等）

② 備蓄シミュレーション

リスク人口や備蓄適性を基にした仮数値を基に、各感染症医薬品・ワクチンの

備蓄シミュレーション実施

③ 現実的な備蓄品の選定

各薬剤、または同一疾患内で医薬品比較し、現実的な備蓄品を選定

MCMの状況に沿った現実的な
MCM必要量の算定STEP3

・各重点感染症の発生シナリオ及び被害想定

・有効性及び需要に基づく必要量（リスク人口）の検討
STEP2

STEP1

① MCMの調達方法に関する検討

② 契約形態の適性検討

③ 事業性評価方法の検討



備蓄候補薬剤の適性評価

4

備蓄候補薬剤の“備蓄適性”を評価する

⚫ 複数項目により複合的に“備蓄適性評価”を行う

⚫ 薬理的側面ではなく、 “剤形・用法的側面”から備蓄適性を評価

薬剤剤形性能項目 評価内容 備蓄適性が“ある”と判断する際の基準

① 保存期間 ⚫ 添付文章等で推奨されている保存期間を参照 ⚫ 保存期間は長いことが望ましい

② 薬剤性状

⚫ 投与時の性状（生理食塩水に溶解後、等）よりもShipping時の薬
剤性状

⚫ 箱保存、バイアル保存など、パッケージングの形状も考慮

⚫ Powderなど、液体ではない方が望ましい（破損な
どの管理リスクを避ける）

⚫ 箱の方が貯蔵庫内での整理整頓の手間が軽減され
るが、場所を取る等のリスクもあり、貯蔵施設ごとで
検討が必要（保存温度にも依存する）

③ 保存温度 ⚫ Shipping時、備蓄時の保管温度
⚫ 室温に近い方が望ましい（ディープフリーザーの保

安・障害リスクを避ける）

④ 投与回数 ⚫ １クールの治療に要する投与回数と使用量 ⚫ 少ない方が望ましい

⑤ 投与方法 ⚫ 注射、経口等
⚫ 経口＞注射、あるいは筋注＞静注

⚫ なるべく簡易な投与方法が望ましい

（出典）令和５年度厚生労働行政推進調査事業費補助金. 感染症危機対応医薬品等（MCM）の利用可能性確保の方針検討に資する研究（研究代表者：田辺正樹）（23HA2012）



STEP 4  MCMの調達方法に関する検討
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治療薬・ワクチン購入の契約形態の事例整理

契約形態 対象 契約の目的 契約の概要

A （一般的な）購入契約 薬・ワクチン 国が備蓄用に購入するための契約
備蓄用として大量に購入し、一括あるいは複数年に
分けて納品を受ける

B
サブスクリプションモデル
（イギリスモデル/スウェーデンモデル）

（基本的には）

抗菌薬
薬の流通量を減らしながらも、製薬企業に
開発費用を保証するための契約

国が製薬会社に固定報酬を毎年支払い、必要時に
必要量の納品を受ける
※主に抗菌薬への対応で活用

C 供給予約契約 ワクチン
国がパンデミック時に自国分のワクチンを確
保するための契約

治療薬/ワクチンの開発拠点の整備、サプライチェーン
の確保、人材の教育も含めて将来の供給量を予約

D 買取保証 薬・ワクチン 国が製薬企業に増産要請するための契約
国の責任で一定量を買い取る契約を結び、増産を
要請する

（出典）令和５年度厚生労働行政推進調査事業費補助金. 感染症危機対応医薬品等（MCM）の利用可能性確保の方針検討に資する研究（研究代表者：田辺正樹）（23HA2012）
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